
(57)【要約】

【課題】遊技領域区画部材に近接させて入賞口を配置す

るようにしても、遊技領域区画部材に沿ったアウト誘導

路を確保する必要が無く、遊技領域の有効利用を可能な

らしめる遊技機を提供する。

【解決手段】遊技領域７ａの左下方縁部に、第１遊技領

域区画部材８１の内側誘導壁部８１２の内面８１２ａに

沿って受入ユニット９を設け、第１入賞口構成体９２に

より構成される第１一般入賞口７ｅ１と第２入賞口構成

体９３により構成される第２一般入賞口７ｅ２を各々内

側誘導壁部８１２に近づけて設け、第１入賞口構成体９

２と内側誘導壁部８１２との間に流下してきた遊技球は

第１副アウト口７ｆ１より、第２入賞口構成体９３と内

側誘導壁部８１２との間に流下してきた遊技球は第２副

アウト口７ｆ２により、各々アウト球として回収する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遊 技 盤 に 、 遊 技 領 域 を 区 画 す る 遊 技 領 域 区 画 部 材 を 設 け 、
　 前 記 遊 技 領 域 に は 、 遊 技 球 の 流 下 方 向 に 変 化 を 与 え る 障 害 部 材 と 、 遊 技 球 が 入 賞 可 能 な
入 賞 領 域 と 、 遊 技 領 域 の 最 下 部 に 設 け ら れ て 何 れ の 入 賞 領 域 に も 入 賞 し な か っ た 遊 技 球 を
回 収 す る ア ウ ト 口 と 、 を 備 え た 遊 技 機 に お い て 、
　 左 右 両 側 壁 部 と 底 壁 部 を 備 え 、 上 方 か ら 遊 技 球 を 受 入 れ 可 能 な 上 部 開 口 を 入 賞 口 と す る
入 賞 口 構 成 体 を 、 前 記 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 遊 技 領 域 側 で あ る 内 壁 面 が ア ウ ト 口 に 向 っ て 下
降 傾 斜 す る 遊 技 領 域 の 下 部 に お い て 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 内 壁 面 と の 間 隔 が 遊 技 球 一 個 分
よ り 狭 く な る よ う に 配 設 し 、
　 前 記 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 と 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 に 流 下 し て き た 遊 技 球 を 回 収 す る
副 ア ウ ト 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 副 ア ウ ト 口 は 、
　 前 記 遊 技 盤 に 取 り 付 け ら れ 、 遊 技 球 が 通 過 可 能 な ア ウ ト 開 口 部 を 有 す る 取 付 基 板 と 、
　 前 記 取 付 基 板 か ら 前 方 へ 突 出 し 、 前 記 ア ウ ト 開 口 部 の 開 口 下 部 に 対 応 す る 部 位 が 最 凹 部
と な る 凹 面 状 の 球 受 け 面 を 備 え る 球 受 け 部 と 、
　 前 記 取 付 基 板 か ら 後 方 に 延 出 し 、 前 記 球 受 け 部 の 球 受 け 面 か ら ア ウ ト 開 口 部 を 通 過 し た
遊 技 球 を 受 入 れ て 後 方 へ 案 内 す る 球 案 内 面 を 備 え る 案 内 部 と 、
　 を 備 え る 副 ア ウ ト 口 構 成 体 か ら 構 成 し 、
　 前 記 球 受 部 の 一 側 端 を 遊 技 領 域 区 画 部 材 に 近 接 ま た は 当 接 さ せ 、 他 側 端 を 入 賞 口 構 成 体
の 側 壁 部 に 近 接 ま た は 当 接 さ せ て 配 置 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 球 受 け 部 は 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 お よ び ／ ま た は 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 と の 間
に 離 隔 空 部 が 生 ず る よ う に 配 置 す る と 共 に 、 こ の 離 隔 空 部 を 閉 塞 あ る い は 拡 開 さ せ る よ う
に 、 前 記 取 付 基 板 へ 回 動 可 能 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遊 技 盤 に 、 遊 技 領 域 を 区 画 す る 遊 技 領 域 区 画 部 材 を 設 け 、 前 記 遊 技 領 域 に は
、 遊 技 球 の 流 下 方 向 に 変 化 を 与 え る 障 害 部 材 と 、 遊 技 球 が 入 賞 可 能 な 入 賞 領 域 と 、 遊 技 領
域 の 最 下 部 に 設 け ら れ て 何 れ の 入 賞 領 域 に も 入 賞 し な か っ た 遊 技 球 を 回 収 す る ア ウ ト 口 と
、 を 備 え た 遊 技 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 遊 技 媒 体 と し て 遊 技 球 を 用 い た 弾 球 遊 技 を 行 え る 遊 技 機 に お い て は 、 遊 技 盤
の 前 面 側 に 突 設 さ れ た 遊 技 領 域 区 画 部 材 に よ り 略 円 形 状 に 区 画 形 成 さ れ た 遊 技 領 域 に 、 種
々 の 遊 技 装 置 や 入 賞 具 、 遊 技 球 の 流 下 方 向 に 変 化 を 与 え る 風 車 や 障 害 釘 な ど を 適 宜 設 け 、
遊 技 領 域 の 上 部 へ 発 射 さ れ て 下 方 へ と 転 動 流 下 し て 行 く 遊 技 球 が 入 賞 装 置 や 入 賞 具 の 入 賞
領 域 へ 入 賞 す る こ と に よ り 、 賞 球 が 遊 技 利 益 と し て 遊 技 者 に 付 与 さ れ た り 、 遊 技 状 態 が 変
化 し た り す る 遊 技 が 行 え る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 何 れ の 入 賞 領 域 に も 入 賞 し な か っ た 遊 技 球 は 、 遊 技 領 域 の 最 下 部 に 設 け ら れ た
ア ウ ト 口 か ら 回 収 す る 構 造 で あ る た め に 、 何 れ の 入 賞 領 域 に も 入 賞 し な か っ た 遊 技 球 が 遊
技 領 域 内 で 球 止 ま り す る こ と 無 く 、 必 ず ア ウ ト 口 ま で 自 然 流 下 す る よ う に ア ウ ト 口 へ の ア
ウ ト 誘 導 路 を 確 保 し て お く 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 遊 技 球 の 入 賞 が 遊 技 状 態 の 変 化 に 大 き く 関 与 し な い 一 般 入 賞 口 を 形 成 す る 一 般
入 賞 具 （ 遊 技 盤 の 表 面 か ら 前 方 へ 突 出 す る 左 右 両 側 壁 お よ び 底 壁 と 、 そ の 前 面 側 に 配 置 さ
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れ る 前 面 壁 と か ら 成 り 、 開 口 上 面 か ら 遊 技 球 を 受 入 れ る ポ ケ ッ ト 状 の 入 賞 領 域 を 形 成 す る
部 材 ） へ の 球 入 賞 は 、 遊 技 者 の 関 心 が 比 較 的 薄 い こ と か ら 、 遊 技 領 域 の 周 辺 に 配 置 さ れ る
傾 向 に あ る が 、 一 般 入 賞 具 を 遊 技 領 域 区 画 部 材 に 近 づ け す ぎ る と 、 一 般 入 賞 口 に 入 ら な か
っ た 遊 技 球 が 入 賞 具 と 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 に 挟 ま っ て ア ウ ト 口 へ 流 下 し な く な っ て し
ま う 虞 が あ る た め 、 一 般 入 賞 口 を 形 成 す る 一 般 入 賞 具 と 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 内 壁 面 と の 間
に は 、 少 な く と も 遊 技 球 １ 個 分 の 間 隔 を 開 け て 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 に 沿 っ た ア ウ ト 誘 導 路
が 形 成 さ れ る よ う に 配 慮 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ １ ３ ４ ５ ９ 号 公 報 （ 特 に 、 図 ２ ， 図 ３ ， 図 １ ６ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 近 来 は 、 イ ン パ ク ト の あ る 遊 技 機 の 要 望 が 多 く 、 各 遊 技 機 メ ー カ ー が 競
っ て 表 示 領 域 や 装 飾 領 域 を 大 型 化 し て い る た め 、 遊 技 領 域 内 で 遊 技 球 が 転 動 流 下 す る 領 域
は 更 に 狭 め ら れ る 傾 向 に あ り 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 遊 技 機 の よ う に 、 一 般 入
賞 具 と 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 内 壁 面 と の 間 に ア ウ ト 誘 導 路 を 確 保 し て い た の で は 、 入 賞 領 域
へ 遊 技 球 が 入 賞 す る 可 能 性 の あ る 遊 技 球 流 下 領 域 が 更 に 狭 め ら れ て し ま い 、 弾 球 遊 技 本 来
の 興 趣 で あ る 遊 技 球 の 流 下 を 楽 し む こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 遊 技 領 域 内 に お け る 遊 技 球 流 下 可 能 領 域 の 狭 小 化 に 対 し て 、 遊 技 領 域 そ の も
の を 拡 大 し て 相 対 的 に 遊 技 球 流 下 可 能 領 域 を 広 げ る こ と も 考 え ら れ る が 、 遊 技 店 に お い て
複 数 の 遊 技 機 を 設 置 す る 遊 技 機 設 置 島 の 構 造 か ら 、 遊 技 機 は 規 格 化 さ れ た サ イ ズ に 制 限 さ
れ て い る た め 、 遊 技 領 域 を 拡 大 す る に も 限 界 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 に 近 接 さ せ て 入 賞 口 を 配 置 す
る よ う に し て も 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 に 沿 っ た ア ウ ト 誘 導 路 を 確 保 す る 必 要 が 無 く 、 遊 技 領
域 の 有 効 利 用 を 可 能 な ら し め る 遊 技 機 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 遊 技 盤 に 、 遊 技 領 域 を 区 画 す る
遊 技 領 域 区 画 部 材 を 設 け 、 前 記 遊 技 領 域 に は 、 遊 技 球 の 流 下 方 向 に 変 化 を 与 え る 障 害 部 材
と 、 遊 技 球 が 入 賞 可 能 な 入 賞 領 域 と 、 遊 技 領 域 の 最 下 部 に 設 け ら れ て 何 れ の 入 賞 領 域 に も
入 賞 し な か っ た 遊 技 球 を 回 収 す る ア ウ ト 口 と 、 を 備 え た 遊 技 機 に お い て 、 左 右 両 側 壁 部 と
底 壁 部 を 備 え 、 上 方 か ら 遊 技 球 を 受 入 れ 可 能 な 上 部 開 口 を 入 賞 口 と す る 入 賞 口 構 成 体 を 、
前 記 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 遊 技 領 域 側 で あ る 内 壁 面 が ア ウ ト 口 に 向 っ て 下 降 傾 斜 す る 遊 技 領
域 の 下 部 に お い て 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 内 壁 面 と の 間 隔 が 遊 技 球 一 個 分 よ り 狭 く な る よ う
に 配 設 し 、 前 記 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 と 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 に 流 下 し て き た 遊 技 球 を
回 収 す る 副 ア ウ ト 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 に お い て 、 前 記 副 ア ウ ト 口
は 、 前 記 遊 技 盤 に 取 り 付 け ら れ 、 遊 技 球 が 通 過 可 能 な ア ウ ト 開 口 部 を 有 す る 取 付 基 板 と 、
前 記 取 付 基 板 か ら 前 方 へ 突 出 し 、 前 記 ア ウ ト 開 口 部 の 開 口 下 部 に 対 応 す る 部 位 が 最 凹 部 と
な る 凹 面 状 の 球 受 け 面 を 備 え る 球 受 け 部 と 、 前 記 取 付 基 板 か ら 後 方 に 延 出 し 、 前 記 球 受 け
部 の 球 受 け 面 か ら ア ウ ト 開 口 部 を 通 過 し た 遊 技 球 を 受 入 れ て 後 方 へ 案 内 す る 球 案 内 面 を 備
え る 案 内 部 と 、 を 備 え る 副 ア ウ ト 口 構 成 体 か ら 構 成 し 、 前 記 球 受 部 の 一 側 端 を 遊 技 領 域 区
画 部 材 に 近 接 ま た は 当 接 さ せ 、 他 側 端 を 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 に 近 接 ま た は 当 接 さ せ て 配
置 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 に お い て 、 前 記 球 受 け 部 は
、 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 お よ び ／ ま た は 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 と の 間 に 離 隔 空 部 が 生 ず
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る よ う に 配 置 す る と 共 に 、 こ の 離 隔 空 部 を 閉 塞 あ る い は 拡 開 さ せ る よ う に 、 前 記 取 付 基 板
へ 回 動 可 能 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 遊 技 機 に よ れ ば 、 左 右 両 側 壁 部 と 底 壁 部 を 備 え 、 上 方 か ら 遊 技 球 を 受 入
れ 可 能 な 上 部 開 口 を 入 賞 口 と す る 入 賞 口 構 成 体 を 、 前 記 遊 技 領 域 区 画 部 材 の 遊 技 領 域 側 で
あ る 内 壁 面 が ア ウ ト 口 に 向 っ て 下 降 傾 斜 す る 遊 技 領 域 の 下 部 に お い て 、 遊 技 領 域 区 画 部 材
の 内 壁 面 と の 間 隔 が 遊 技 球 一 個 分 よ り 狭 く な る よ う に 配 設 し 、 前 記 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部
と 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 に 流 下 し て き た 遊 技 球 を 回 収 す る 副 ア ウ ト 口 を 設 け た の で 、 遊
技 領 域 区 画 部 材 の 内 壁 面 に 沿 っ て 遊 技 領 域 最 下 部 の ア ウ ト 口 ま で 遊 技 球 を 誘 導 す る ア ウ ト
誘 導 路 を 確 保 す る 必 要 が 無 く な り 、 入 賞 口 を 遊 技 領 域 区 画 部 材 に 近 接 さ せ て 設 け る こ と に
よ り 、 入 賞 領 域 へ 遊 技 球 が 入 賞 す る 可 能 性 の あ る 遊 技 球 流 下 領 域 を 広 げ る こ と が 出 来 、 遊
技 領 域 の 有 効 利 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 遊 技 機 に よ れ ば 、 前 記 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 に お い て 、 前 記 副
ア ウ ト 口 は 、 前 記 遊 技 盤 に 取 り 付 け ら れ 、 遊 技 球 が 通 過 可 能 な ア ウ ト 開 口 部 を 有 す る 取 付
基 板 と 、 前 記 取 付 基 板 か ら 前 方 へ 突 出 し 、 前 記 ア ウ ト 開 口 部 の 開 口 下 部 に 対 応 す る 部 位 が
最 凹 部 と な る 凹 面 状 の 球 受 け 面 を 備 え る 球 受 け 部 と 、 前 記 取 付 基 板 か ら 後 方 に 延 出 し 、 前
記 球 受 け 部 の 球 受 け 面 か ら ア ウ ト 開 口 部 を 通 過 し た 遊 技 球 を 受 入 れ て 後 方 へ 案 内 す る 球 案
内 面 を 備 え る 案 内 部 と 、 を 備 え る 副 ア ウ ト 口 構 成 体 か ら 構 成 し 、 前 記 球 受 部 の 一 側 端 を 遊
技 領 域 区 画 部 材 に 近 接 ま た は 当 接 さ せ 、 他 側 端 を 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 に 近 接 ま た は 当 接
さ せ て 配 置 す る よ う に し た の で 、 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 と 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 に 設 け
た 副 ア ウ ト 口 に 遊 技 球 が 流 下 し て く る と 、 球 受 け 部 の 球 受 け 面 に よ り 遊 技 球 が ア ウ ト 開 口
へ 導 か れ 、 更 に 案 内 部 の 球 案 内 面 に よ り 後 方 へ 案 内 さ れ る の で 、 副 ア ウ ト 口 に よ る 遊 技 球
の 回 収 を 円 滑 に 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 遊 技 機 に よ れ ば 、 前 記 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 に お い て 、 前 記 球
受 け 部 は 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 と の 間 お よ び ／ ま た は 入 賞 口 構 成 体 の 側 壁 部 と の 間 に 離 隔 空
部 が 生 ず る よ う に 配 置 す る と 共 に 、 こ の 離 隔 空 部 を 閉 塞 あ る い は 拡 開 さ せ る よ う に 、 前 記
取 付 基 板 へ 回 動 可 能 に 取 り 付 け た の で 、 副 ア ウ ト 口 に 流 下 し て き た 遊 技 球 の 流 下 勢 が 強 い
場 合 で も 、 球 受 け 部 が 回 動 す る こ と に よ り 遊 技 球 か ら 受 け る 衝 撃 を 吸 収 で き 、 球 受 け 部 の
損 傷 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 ま た 、 遊 技 球 が 衝 接 す る こ と で 球 受 け 部 が 回 動 す る こ と に よ
り 、 球 受 け 面 に お け る 遊 技 球 の 転 動 を 促 す の で 、 遊 技 球 は ア ウ ト 開 口 部 か ら 案 内 部 へ 円 滑
に 流 下 す る こ と と な り 、 球 受 部 で の 球 詰 ま り 防 止 に 有 効 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 遊 技 機 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す の は 、 弾 球 遊 技 を 行 え る 遊 技 機 １ の 正 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 と し て 示 す 遊
技 機 １ に は 遊 技 に 関 連 し た 各 種 機 能 （ 後 に 詳 述 ） を 付 加 し 、 遊 技 機 １ の 一 側 方 に は 、 プ リ
ペ イ ド カ ー ド （ 所 定 の 金 額 で 予 め 販 売 さ れ る 弾 球 遊 技 用 の カ ー ド で あ っ て 、 通 貨 と 等 価 な
有 価 デ ー タ を 記 憶 さ せ た も の を い う ） の 使 用 を 可 能 な ら し め る カ ー ド 制 御 機 能 や 球 貸 制 御
機 能 等 を 付 加 し た 球 貸 ユ ニ ッ ト （ 図 示 を 省 略 ） を 設 け 、 球 貸 ユ ニ ッ ト で 借 り 受 け た 遊 技 球
を 用 い て 遊 技 機 １ で 遊 技 を 行 え る よ う に し た 。 な お 、 球 貸 ユ ニ ッ ト が 備 え る 機 能 の 全 部 も
し く は 一 部 を 遊 技 機 １ に 付 加 し 、 遊 技 機 １ か ら 遊 技 球 を 貸 し 出 す よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 遊 技 機 １ は 、 額 縁 状 の 本 体 枠 ２ の 前 面 側 に 各 種 の 遊 技 機 能 部 が 設 け ら れ た 前 面 枠 ３ を 開
閉 可 能 に 設 け 、 該 前 面 枠 ３ の 前 面 側 に 透 明 部 材 保 持 枠 ４ と 上 皿 ユ ニ ッ ト ５ を 各 々 開 閉 可 能
に 設 け 、 更 に 前 面 枠 ３ の 最 下 部 に は 下 皿 ユ ニ ッ ト ６ を 固 着 し た 外 観 を 有 す る も の で あ る 。
透 明 部 材 保 持 枠 ４ は 、 透 明 な ガ ラ ス や 硬 質 合 成 樹 脂 等 よ り な る 透 明 部 材 ４ ａ を 保 持 す る も
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の で あ る 。 上 皿 ユ ニ ッ ト ５ は 、 遊 技 球 を 貯 留 可 能 な 上 皿 貯 留 部 ５ １ を 備 え 、 遊 技 に 伴 っ て
遊 技 球 を 順 次 発 射 装 置 へ 供 給 す る 。 下 皿 ユ ニ ッ ト ６ は 、 上 皿 貯 留 部 ５ １ が 満 杯 に な っ て オ
ー バ ー フ ロ ー し た 遊 技 球 あ る い は 遊 技 者 が 球 抜 き 操 作 部 ５ ２ を 操 作 す る こ と に よ り 上 皿 貯
留 部 ５ １ か ら 抜 き 出 さ れ た 遊 技 球 が 導 入 さ れ る 下 皿 貯 留 部 ６ １ や 遊 技 者 が 操 作 す る 操 作 ハ
ン ド ル ６ ２ 等 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 面 枠 ３ は 、 図 ２ に 示 す 遊 技 盤 ７ を 所 定 位 置 に 収 納 ・ 載 置 す る 機 能 を 有 し 、 前 面 枠 ３ に
固 定 さ れ た 遊 技 盤 ７ の 遊 技 領 域 ７ ａ が 、 透 明 部 材 保 持 枠 ４ の 透 明 部 材 ４ ａ か ら 遊 技 者 に 視
認 さ れ る 。 こ の 遊 技 盤 ７ に 形 成 す る 遊 技 領 域 ７ ａ は 略 円 形 状 で 、 例 え ば 、 遊 技 領 域 ７ ａ の
上 部 か ら 左 側 部 お よ び 下 部 に 至 る 半 円 弧 状 の 遊 技 領 域 区 画 機 能 と 発 射 装 置 （ 図 示 省 略 ） か
ら 発 射 さ れ た 遊 技 球 を 遊 技 領 域 ７ ａ へ 案 内 す る 発 射 球 案 内 路 構 成 機 能 と を 一 体 に 備 え る 第
１ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ と 、 遊 技 領 域 ７ ａ の 右 上 部 か ら 右 側 部 に 至 る 略 円 弧 状 の 遊 技 領 域
区 画 機 能 を 有 す る 第 ２ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ ２ と 、 遊 技 領 域 ７ ａ の 右 側 部 か ら 右 下 部 に 至 る
略 円 弧 状 の 遊 技 領 域 区 画 機 能 を 有 す る 第 ３ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ ３ と 、 遊 技 領 域 ７ ａ の 最 下
部 で ア ウ ト 口 ７ ｂ を 形 成 す る 第 ４ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ ４ と 、 か ら 構 成 す る も の と し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ は 、 遊 技 盤 ７ の 前 面 側 に 起 立 す る 突 壁 状 の 外 側 誘 導 壁
部 ８ １ １ と 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ と を 備 え 、 こ れ ら 内 外 誘 導 壁 部 ８ １ １ ， ８ １ ２ の 間 に 発 射
球 案 内 路 ８ １ ａ が 形 成 さ れ 、 発 射 装 置 か ら 発 射 さ れ た 遊 技 球 が 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ の 最 下
部 か ら 飛 入 し 、 外 側 誘 導 壁 部 ８ １ １ の 内 面 ８ １ １ ａ に 沿 っ て 設 け ら れ た ガ イ ド レ ー ル ８ １
３ （ 例 え ば 、 長 尺 な 金 属 製 の 薄 板 材 ） に ガ イ ド さ れ つ つ 上 昇 し て 行 き 、 発 射 球 案 内 路 ８ １
ａ の 最 上 部 で あ る 遊 技 領 域 流 入 口 か ら 遊 技 領 域 ７ ａ に 到 達 す る の で あ る 。 こ の 外 側 誘 導 壁
部 ８ １ １ と 遊 技 球 １ 個 以 上 の 間 隔 を 隔 て て 設 け た 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ は 、 そ の 内 壁 面 ８ １
２ ａ に よ っ て 遊 技 領 域 ７ ａ の 辺 縁 を 区 画 す る と 共 に 、 外 壁 面 ８ １ ２ ｂ が 発 射 球 案 内 路 ８ １
ａ の 内 側 誘 導 面 と し て 機 能 す る 。 さ ら に 、 遊 技 領 域 流 入 口 に は 、 逆 流 阻 止 部 材 ８ １ ４ を 設
け て あ り 、 遊 技 領 域 ７ ａ に 一 旦 到 達 し た 遊 技 球 が 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ 内 へ 逆 流 入 す る こ と
を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 遊 技 機 １ の 遊 技 盤 ７ は 、 第 １ ～ 第 ４ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ７ １ ～ ７
４ に よ っ て 遊 技 領 域 ７ ａ の 区 画 形 成 を 行 う も の と し た が 、 よ り 多 く の 遊 技 領 域 区 画 部 材 に
分 割 し て も 良 い し 、 一 体 の 遊 技 領 域 区 画 部 材 と し て も 良 い 。 ま た 、 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １
は 、 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ を 一 体 に 形 成 し た ユ ニ ッ ト 構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 金 属
製 の 板 材 よ り な る バ ン ド 部 材 を 弧 状 に 突 設 す る こ と で 遊 技 領 域 区 画 部 材 と し 、 バ ン ド 部 材
の 内 壁 面 に よ っ て 遊 技 領 域 ７ ａ の 辺 縁 を 区 画 す る と 共 に 、 バ ン ド 部 材 の 外 壁 面 が 発 射 球 案
内 路 の 内 側 誘 導 壁 面 を 兼 ね る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 上 記 の よ う に 、 第 １ ～ 第 ４ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ ～ ８ ４ に よ り 区 画 形 成 さ れ た 遊
技 領 域 ７ ａ に は 、 そ の 中 央 部 か ら 右 側 部 に か け て 大 型 の 中 央 演 出 装 置 ７ １ が 設 け ら れ 、 遊
技 機 １ の 遊 技 内 容 に 応 じ た 種 々 の 装 飾 が 施 さ れ た 装 飾 部 材 を 備 え る と 共 に 、 液 晶 表 示 器 等
で 構 成 し た 表 示 部 ７ １ ａ に は 、 様 々 な 装 飾 演 出 表 示 を 行 っ た り 、 変 動 表 示 ゲ ー ム （ 後 に 詳
述 ） に 用 い た り す る 。 こ の 中 央 演 出 装 置 ７ １ は 、 遊 技 領 域 ７ ａ の 中 央 部 か ら 右 側 方 部 に か
け て 多 く の 面 積 を 占 め る 大 型 の も の で あ る か ら 、 主 と し て 、 中 央 演 出 装 置 ７ １ の 左 側 方 と
中 央 演 出 装 置 ７ １ の 下 方 が 遊 技 球 流 下 可 能 領 域 と な る 。 こ の 比 較 的 狭 小 な 遊 技 球 流 下 可 能
領 域 に は 、 遊 技 球 の 流 下 状 態 に 変 化 を 与 え る 遊 技 釘 ７ ｃ を 適 宜 植 設 す る と 共 に 、 風 車 ７ ｄ
を 適 宜 設 け 、 遊 技 球 の 流 下 に 多 様 性 が 生 ず る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 遊 技 領 域 ７ ａ に は 、 各 種 の 入 賞 具 や 入 賞 装 置 な ど 、 例 え ば 、 遊 技 球 の 通 過 を 非 接
触 で 検 出 す る 普 図 始 動 ゲ ー ト ７ ２ 、 第 １ 特 図 始 動 口 ７ ３ ａ お よ び 入 賞 状 態 が 変 換 可 能 な 第
２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ （ 左 右 一 対 の 可 動 部 材 ７ ３ ｃ ， ７ ３ ｃ が 直 立 し て 可 動 部 材 ７ ３ ｃ ， ７
３ ｃ の 間 に 形 成 さ れ る 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ へ 遊 技 球 が 入 賞 し 難 い 通 常 状 態 か ら 、 可 動 部
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材 ７ ３ ｃ ， ７ ３ ｃ の 上 端 が 離 隔 す る よ う に 拡 張 し て 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ へ 遊 技 球 が 入 賞
し 易 い 開 放 状 態 へ 変 換 可 能 な 変 動 構 造 ） を 備 え る 特 図 始 動 入 賞 装 置 ７ ３ 、 特 別 遊 技 に お い
て 所 定 条 件 に 基 づ き 状 態 変 換 （ 例 え ば 、 下 縁 部 に 設 け た 回 動 軸 で 前 傾 可 能 な 開 閉 扉 ７ ４ ａ
が 大 入 賞 口 ７ ４ ｂ を 遮 蔽 し た 閉 状 態 か ら 、 開 閉 扉 ７ ４ ａ が 前 傾 し て 遊 技 球 を 大 入 賞 口 ７ ４
ｂ へ 招 じ 入 れ る 開 状 態 へ 変 換 ） す る 特 別 変 動 入 賞 装 置 ７ ４ を 適 宜 に 分 散 配 置 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 に 示 す 遊 技 機 １ に お け る 遊 技 の 流 れ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 発 射 装 置 に よ り 発 射 さ れ た 遊 技 球 が 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ を 経 て 遊 技 領 域 ７ ａ に 到 達 す る
と 、 そ の 発 射 勢 に 応 じ て 、 中 央 演 出 装 置 ７ １ の 左 側 に 形 成 さ れ た 遊 技 球 流 下 領 域 を 流 下 し
て ゆ き 、 運 良 く 遊 技 球 が 普 図 始 動 ゲ ー ト ７ ２ を 通 過 す る と 、 普 通 変 動 表 示 ゲ ー ム が 開 始 さ
れ る 。 こ の 普 通 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム は 、 例 え ば 、 抽 出 し た 乱 数 値 が 特 定 値 で あ る か 否 か を
判 定 し て 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 数 字 や 図 柄 等 か ら な る 複 数 種 類 の 識 別 情 報 を 変 動 表 示 し た
後 に 停 止 表 示 さ せ た 識 別 情 報 が 予 め 定 め た 賞 態 様 か 否 か で 当 り と 外 れ を 演 出 す る ゲ ー ム で
あ り 、 中 央 演 出 装 置 ７ １ の 表 示 部 ７ １ ａ を 用 い て 行 う 。 な お 、 普 通 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム 専
用 の 表 示 器 （ 普 通 図 柄 変 動 表 示 器 ） を 別 途 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 既 に 普 通 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム が 実 行 さ れ て い る と き に は 、 普 図 始 動 ゲ ー ト ７ ２ を
通 過 し た 遊 技 球 を 無 効 と せ ず に 、 所 定 数 （ 例 え は 、 ４ 個 ） ま で 普 図 始 動 入 賞 記 憶 と し て 記
憶 保 持 し 、 普 通 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム の 終 了 後 に は 、 こ の 普 図 始 動 入 賞 記 憶 に 基 づ い て 普 通
図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム を 行 う 。 な お 、 普 図 始 動 入 賞 記 憶 値 は 、 中 央 演 出 装 置 ７ １ の 表 示 部 ７
１ ａ ま た は 普 図 始 動 記 憶 表 示 専 用 の 表 示 器 に よ っ て 遊 技 者 に 可 視 表 示 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う に 普 図 始 動 ゲ ー ト ７ ２ を 遊 技 球 が 通 過 す る こ と 、 或 い は こ の 球 通 過 が 記 憶 さ
れ た 普 図 始 動 入 賞 記 憶 に 基 づ い て 、 普 通 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム が 行 わ れ 、 ゲ ー ム 結 果 が 当 り
に な る と 、 特 図 始 動 入 賞 装 置 ７ ３ に 設 け た 左 右 一 対 の 可 動 部 材 ７ ３ ｃ ， ７ ３ ｃ が 起 立 し て
第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ へ の 入 賞 が 困 難 な 通 常 状 態 か ら 、 可 動 部 材 ７ ３ ｃ ， ７ ３ ｃ の 上 端 が
相 反 す る 方 向 へ 傾 動 し て 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ へ の 入 賞 が 容 易 と な る 開 放 状 態 へ 変 換 さ れ
る 。 こ れ に よ っ て 、 特 図 始 動 入 賞 装 置 ７ ３ の 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ へ 遊 技 球 が 入 賞 す る 可
能 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 特 図 始 動 入 賞 装 置 ７ ３ の 第 １ 特 図 始 動 入 賞 口 ７ ３ ａ ま た は 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ｂ へ 遊 技
球 が 入 賞 す る こ と を 条 件 と し て 、 特 別 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム が 行 わ れ る 。 こ の 特 別 図 柄 変 動
表 示 ゲ ー ム は 、 例 え ば 、 抽 出 し た 乱 数 値 が 特 定 値 で あ る か 否 か を 判 定 し て 、 判 定 結 果 に 基
づ い て 数 字 や 図 柄 等 か ら な る 複 数 種 類 の 識 別 情 報 を 変 動 表 示 し た 後 に 停 止 表 示 さ せ た 識 別
情 報 が 予 め 定 め た 賞 態 様 か 否 か で 当 り と 外 れ を 演 出 す る ゲ ー ム あ り 、 中 央 演 出 装 置 ７ １ の
表 示 部 ７ １ ａ を 用 い て 行 う 。 な お 、 特 別 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム 専 用 の 表 示 器 （ 特 別 図 柄 変 動
表 示 器 ） を 別 途 設 け て お き 、 中 央 演 出 表 示 装 置 ７ １ の 表 示 部 ７ １ ａ で は 、 特 別 図 柄 変 動 表
示 器 に よ る ゲ ー ム 進 行 過 程 を 、 凝 っ た 演 出 表 示 で 遊 技 者 に 見 せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 特 別 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム の 実 行 中 に 第 １ ， 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ａ ， ７ ３ ｂ へ の 入
賞 球 を 検 出 し た 場 合 、 こ れ を 無 効 と せ ず に 、 所 定 数 （ 例 え ば 、 ４ 個 ） ま で 特 図 始 動 記 憶 と
し て 記 憶 保 持 し 、 特 別 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム が 可 能 と な っ た と き に は 特 図 始 動 記 憶 を 用 い て
特 別 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム を 行 う 。 な お 、 特 図 始 動 記 憶 の 記 憶 値 は 、 中 央 演 出 装 置 ７ １ の 表
示 部 ７ １ ａ ま た は 特 図 始 動 記 憶 表 示 専 用 の 表 示 器 に よ っ て 遊 技 者 に 可 視 表 示 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の よ う に し て 開 始 し た 特 別 図 柄 変 動 表 示 ゲ ー ム の 結 果 態 様 （ 停 止 表 示 さ せ た 停 止 図
柄 ） が 予 め 定 め た 特 別 態 様 （ 例 え ば 、 ３ 桁 の 図 柄 が 「 ３ ３ ３ 」 「 ７ ７ ７ 」 等 の よ う に 揃 っ
た 態 様 ） と な る 大 当 り の 発 生 に 基 づ き 開 始 さ れ る 特 別 遊 技 は 、 特 別 変 動 入 賞 装 置 ７ ４ の 開
閉 扉 ７ ４ ａ を 閉 状 態 か ら 開 状 態 に 変 換 し 、 大 入 賞 口 ７ ４ ｂ へ の 入 賞 球 が 所 定 数 （ 例 え ば 、
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１ ０ 個 ） に 達 す る 第 １ 条 件 か 、 開 閉 扉 ７ ４ ａ を 開 状 態 に 変 換 し た 開 放 時 間 が 所 定 時 間 （ 例
え ば 、 ３ ０ 秒 ） に 達 す る 第 ２ 条 件 か 、 何 れ か 最 先 の 条 件 が 達 成 さ れ る ま で を １ サ イ ク ル と
し 、 こ れ を 所 定 サ イ ク ル 回 数 （ 例 え ば 、 １ ６ 回 ） ま で 継 続 さ せ る 遊 技 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 特 別 遊 技 が 開 始 さ れ る と 、 遊 技 領 域 ７ ａ を 流 下 し て く る 遊 技 球 を 効 率 良 く
大 入 賞 口 ７ ４ ｂ 内 へ 入 賞 さ せ る こ と が で き る の で 、 遊 技 者 は 比 較 的 短 時 間 で 多 く の 遊 技 利
益 （ 大 入 賞 口 ７ ４ ｂ へ の 入 賞 に 対 し て 排 出 さ れ る 賞 球 ） を 獲 得 で き る 。 な お 、 特 別 遊 技 に
お け る サ イ ク ル 回 数 や 各 サ イ ク ル に お け る 大 入 賞 口 ７ ４ ｂ へ の 入 賞 個 数 と い っ た 遊 技 進 行
状 況 を 中 央 演 出 装 置 ７ １ の 表 示 部 ７ １ ａ 等 で 表 示 し て お け ば 、 特 別 遊 技 の 進 行 状 況 を 遊 技
者 に 分 か り 易 く 表 示 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 特 別 遊 技 の 遊 技 進 行 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 通 常 遊 技 よ り も 遊 技 者 が 多
く の 遊 技 利 益 を 獲 得 で き る 可 能 性 の 高 い も の で あ れ ば 良 い 。 例 え ば 、 大 入 賞 口 ７ ４ ｂ 内 に
一 般 入 賞 領 域 と 継 続 入 賞 領 域 と を 区 画 構 成 し て お き 、 サ イ ク ル 終 了 条 件 が 達 成 さ れ る ま で
に 大 入 賞 口 ７ ４ ｂ に 入 賞 し た 遊 技 球 が 継 続 入 賞 領 域 へ 到 達 す る こ と を 条 件 に 、 サ イ ク ル 遊
技 を 継 続 更 新 さ せ 、 サ イ ク ル 中 に 継 続 入 賞 領 域 に 到 達 し た 遊 技 球 が な け れ ば 、 そ の 回 の サ
イ ク ル を 以 て 特 別 遊 技 を 終 了 さ せ る よ う な 遊 技 進 行 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た 普 図 始 動 ゲ ー ト ７ ２ や 第 １ ， 第 ２ 特 図 始 動 口 ７ ３ ａ 、 ７ ３ ｂ は 、 遊 技 球 の 通 過
や 入 賞 に よ っ て 遊 技 状 態 が 変 化 す る も の で あ っ た が 、 遊 技 領 域 ７ ａ 内 に は 、 遊 技 状 態 の 変
化 に は 関 与 せ ず 、 入 賞 に 応 じ た 賞 球 が 遊 技 者 に 与 え ら れ る 一 般 入 賞 口 も 適 宜 設 け て お く 。
本 実 施 形 態 に 係 る 遊 技 機 １ の 遊 技 盤 ７ に お い て は 、 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ の 内 側 誘 導
壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 近 接 さ せ た 位 置 に 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ と 第 ２ 一 般 入 賞
口 ７ ｅ ２ を 設 け る も の と し た 。 な お 、 第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ は 、 上 方 か ら
遊 技 球 が 入 賞 可 能 な 入 賞 口 で あ り 、 斯 か る 入 賞 口 を 遊 技 領 域 ７ ａ 内 に 設 け る た め に 、 左 右
両 側 壁 部 と 底 壁 部 を 備 え る 入 賞 口 構 成 体 を 用 い る 。 入 賞 口 構 成 体 の 上 部 開 口 が 入 賞 口 と し
て 機 能 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ に 近 接 さ せ て 第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ を 設 け
る こ と で 、 第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ を 構 成 す る 入 賞 口 構 成 体 と 内 側 誘 導 壁 部
８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 に 遊 技 球 の 通 過 可 能 な 流 路 が 無 く な り 、 内 側 誘 導 壁 部 ８ １
２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に そ っ て 流 下 す る 遊 技 球 が こ こ で 止 ま っ て し ま う 可 能 性 が 生 ず る が 、
本 実 施 形 態 に 係 る 遊 技 機 １ に お い て は 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ の 構 成 体 と 内 側 誘 導 壁 部 ８
１ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 に は 第 １ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ を 設 け 、 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ ２ の
構 成 体 と 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 に は 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ ２ を 設 け 、
第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ と 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ と の 間 に 流 下 し て き た 遊 技 球
（ 第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ の 構 成 体 に 当 た っ て 停 留 し そ う な 遊 技 球 ） を ア ウ
ト 球 と し て 回 収 処 理 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ ， 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ ， ７ ｆ ２ を 設 け て お け ば 、 内 側 誘 導 壁 部 ８ １
２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 沿 っ て 遊 技 領 域 ７ ａ 最 下 部 の ア ウ ト 口 ７ ｂ ま で 遊 技 球 を 誘 導 す る ア
ウ ト 誘 導 路 を 確 保 す る 必 要 が 無 い 。 よ っ て 、 第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ を 内 側
誘 導 壁 部 ８ １ ２ に 近 接 さ せ て 設 け る こ と が で き 、 他 の 入 賞 領 域 で あ る 特 図 始 動 入 賞 装 置 ７
３ や 特 別 変 動 入 賞 装 置 ７ ４ へ 入 賞 す る 可 能 性 の あ る 遊 技 球 流 下 領 域 を 広 げ る こ と が で き 、
遊 技 領 域 ７ ａ の 有 効 利 用 が 可 能 と な る 。 ま た 、 第 １ ， 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ ， ７ ｆ ２ か ら
回 収 さ れ る ア ウ ト 球 は 、 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 沿 っ て ア ウ ト 口 ７ ｂ へ 誘
導 さ れ る 筈 の 遊 技 球 で あ り 、 何 れ か の 入 賞 領 域 へ の 入 賞 可 能 性 を 失 っ た も の で あ る か ら 、
ア ウ ト 口 ７ ｂ へ 到 達 す る 前 に ア ウ ト 球 と し て 回 収 し て も 、 遊 技 者 に 格 別 不 利 と な る こ と は
な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 次 に 、 第 １ ， 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ お よ び 第 １ ， 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ ， ７ ｆ
２ を 一 体 に 備 え る 受 入 ユ ニ ッ ト ９ の 具 体 的 構 造 を 、 図 ３ ～ 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 構 成 例 の 受 入 ユ ニ ッ ト ９ は 、 ２ つ の 入 賞 口 と ２ つ の 副 ア ウ ト 口 を 一 体 に 備 え る
も の と し て 例 示 す る が 、 例 え ば 、 ３ つ 以 上 の 入 賞 口 と 副 ア ウ ト 口 を 一 体 に 構 成 し て も 良 い
し 、 逆 に 、 入 賞 口 や 副 ア ウ ト 口 毎 に 別 体 と し て も 良 い 。 ま た 、 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １
の 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 近 接 さ せ た 位 置 に 設 け る 入 賞 口 は 、 遊 技 状 態 の
変 化 に 関 与 し な い 一 般 入 賞 口 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 普 図 始 動 口 や 特 図 始 動 口 な ど の
球 入 賞 が 遊 技 状 態 の 変 化 の 契 機 と な る 入 賞 口 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 受 入 ユ ニ ッ ト ９ は 、 ビ ス 等 の 止 着 部 材 に よ っ て 遊 技 盤 ７ の 前 面 側 に 取 り 付 け ら れ る 所 要
形 状 の 取 付 基 板 ９ １ に 、 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ と 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ を 前 後 に 貫 通 さ せ
た 状 態 で 設 け 、 例 え ば 、 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ の 上 流 側 （ 遊 技 領 域 ７ ａ の 左 側 端 部 か ら 中
央 下 部 へ 下 降 傾 斜 す る 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 近 接 さ せ る 場 合 は 、 第 １ 入
賞 口 構 成 体 ９ ２ の 左 側 ） に 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ を 、 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ の 上 流 側 （
遊 技 領 域 ７ ａ の 左 側 端 部 か ら 中 央 下 部 へ 下 降 傾 斜 す る 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２
ａ に 近 接 さ せ る 場 合 は 、 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ の 左 側 ） に 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ｂ を 各 々
開 設 し 、 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ の 下 方 前 側 に 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ を 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ の
下 方 前 側 に 第 ２ 球 受 部 ９ ５ を 各 々 設 け る と 共 に 、 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ の 下 方 後 側 に 第
１ 案 内 部 ９ ６ を 、 第 ２ 開 口 部 ９ １ ｂ の 下 方 後 側 に 第 ２ 案 内 部 ９ ７ を 各 々 設 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ は 、 遊 技 球 １ 個 分 よ り も 適 宜 広 い 間 隔 を あ け て 配 置 し た 左 側 壁 部
９ ２ ａ と 右 側 壁 部 ９ ２ ｂ 、 こ れ ら 左 右 側 壁 部 ９ ２ ａ ， ９ ２ ｂ の 下 縁 に 連 な る 底 壁 部 ９ ２ ｃ
、 こ れ ら 左 右 側 壁 部 ９ ２ ａ ， ９ ２ ｂ お よ び 底 壁 部 ９ ２ ｃ に よ る 前 面 開 口 を 閉 塞 す る 前 壁 部
９ ２ ｄ か ら な り 、 受 入 ユ ニ ッ ト ９ が 遊 技 盤 ７ に 取 り 付 け ら れ た 際 に 、 遊 技 盤 表 面 よ り も 前
側 に 突 出 す る 部 位 の 上 部 開 口 が 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ と な る （ 特 に 、 図 ３ を 参 照 ） 。 な お
、 底 壁 部 ９ ２ ｃ の 上 面 に は 、 前 壁 部 ９ ２ ｄ の 後 面 か ら 後 方 へ 延 出 す る 板 状 の 後 方 誘 導 部 ９
２ ｅ を 設 け て あ り 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ よ り 落 下 し た 遊 技 球 は 、 後 方 に 向 っ て 下 り 傾 斜
す る 後 方 誘 導 部 ９ ２ ａ の 傾 斜 縁 に 当 た っ て 、 後 方 へ 円 滑 に 案 内 さ れ る 。 ま た 、 底 壁 部 ９ ２
ｃ の 上 面 自 体 も 、 後 方 に 向 っ て 緩 や か に 傾 斜 さ せ て あ る の で 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ よ り
受 入 れ た 遊 技 球 を よ り 円 滑 に 後 方 へ 案 内 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ も 、 上 述 し た 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ と 同 様 に 、 遊 技 球 １ 個 分 よ り
も 適 宜 広 い 間 隔 を あ け て 配 置 し た 左 側 壁 部 ９ ３ ａ と 右 側 壁 部 ９ ３ ｂ 、 こ れ ら 左 右 側 壁 部 ９
３ ａ ， ９ ３ ｂ の 下 縁 に 連 な る 底 壁 部 ９ ３ ｃ 、 こ れ ら 左 右 側 壁 部 ９ ３ ａ ， ９ ３ ｂ お よ び 底 壁
部 ９ ３ ｃ に よ る 前 面 開 口 を 閉 塞 す る 前 壁 部 ９ ３ ｄ か ら な り 、 受 入 ユ ニ ッ ト ９ が 遊 技 盤 ７ に
取 り 付 け ら れ た 際 に 、 遊 技 盤 表 面 よ り も 前 側 に 突 出 す る 部 位 の 上 部 開 口 が 第 ２ 一 般 入 賞 口
７ ｅ ２ と な る （ 特 に 、 図 ３ を 参 照 ） 。 な お 、 底 壁 部 ９ ３ ｃ の 上 面 に は 、 前 壁 部 ９ ３ ｄ の 後
面 か ら 後 方 へ 延 出 す る 板 状 の 後 方 誘 導 部 ９ ３ ｅ を 設 け て あ り 、 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ ２ よ り
落 下 し た 遊 技 球 は 、 後 方 に 向 っ て 下 り 傾 斜 す る 後 方 誘 導 部 ９ ３ ａ の 傾 斜 縁 に 当 た っ て 、 後
方 へ 円 滑 に 案 内 さ れ る 。 ま た 、 底 壁 部 ９ ３ ｃ の 上 面 自 体 も 、 後 方 に 向 っ て 緩 や か に 傾 斜 さ
せ て あ る の で 、 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ ２ よ り 受 入 れ た 遊 技 球 を よ り 円 滑 に 後 方 へ 案 内 で き る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ へ 入 賞 し て 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ に よ り 遊 技 盤 ７ の 裏 面
側 へ 案 内 さ れ た 入 賞 球 、 お よ び 、 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ ２ へ 入 賞 し て 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２
に よ り 遊 技 盤 ７ の 裏 面 側 へ 案 内 さ れ た 入 賞 球 は 、 遊 技 盤 ７ の 裏 面 側 に 設 け た 入 賞 球 案 内 通
路 ７ ５ に よ っ て 入 賞 球 セ ン サ ７ ６ の 配 設 位 置 ま で 案 内 さ れ 、 入 賞 球 セ ン サ ７ ６ に よ り 検 出
さ れ た 後 に 回 収 樋 ７ ７ へ 落 下 し 、 こ の 回 収 樋 ７ ７ を 介 し て 機 外 排 出 流 路 （ 図 示 省 略 ） へ 導
か れ 、 遊 技 機 １ の 外 へ 排 出 さ れ る こ と と な る （ 特 に 、 図 ５ を 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 取 付 基 板 ９ １ か ら 前 方 へ 突 出 す る 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ は 、 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ
の 開 口 下 部 に 対 応 す る 部 位 が 最 凹 部 と な る 凹 面 状 の 球 受 け 面 ９ ４ ａ を 備 え 、 こ の 球 受 け 面
９ ４ ａ の 一 側 端 縁 で あ る 第 １ 側 端 部 ９ ４ ａ １ を 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ に お け る 内 側 誘
導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 近 接 ま た は 当 接 さ せ 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ の 他 側 端 縁 で あ る
第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ を 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ の 左 側 壁 部 ９ ２ ａ に 近 接 ま た は 当 接 さ せ て お
く こ と で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ と 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ と の 間 に 流 下
し て き た 遊 技 球 Ｐ １ は 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ の 球 受 け 面 ９ ４ ａ に よ っ て 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９
１ ａ へ 誘 導 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 様 に 、 取 付 基 板 ９ １ か ら 前 方 へ 突 出 す る 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ は 、 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １
ｂ の 開 口 下 部 に 対 応 す る 部 位 が 最 凹 部 と な る 凹 面 状 の 球 受 け 面 ９ ５ ａ を 備 え 、 こ の 球 受 け
面 ９ ５ ａ の 一 側 端 縁 で あ る 第 １ 側 端 部 ９ ５ ａ １ を 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ に お け る 内 側
誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 近 接 ま た は 当 接 さ せ 、 球 受 け 面 ９ ５ ａ の 他 側 端 縁 で あ
る 第 ２ 側 端 部 ９ ５ ａ ２ を 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ の 左 側 壁 部 ９ ３ ａ に 近 接 ま た は 当 接 さ せ て
お く こ と で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ １ と 第 ２ 一 般 入 賞 口 ７ ｅ ２ と の 間 を
内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ に 向 っ て 流 下 し て き た 遊 技 球 Ｐ ２ は 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ の 球 受 け 面 ９
５ ａ に よ っ て 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ｂ へ 誘 導 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 構 成 例 に 示 す 受 入 ユ ニ ッ ト ９ に お い て は 、 取 付 基 板 ９ １ に お け る 領 域 端 縁 部 ９
１ ｃ を 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 沿 っ た 曲 縁 形 状 に 設 定 し て お く と 共 に 、 第
１ 球 受 け 部 ９ ４ の 第 １ 側 端 部 ９ ４ ａ １ に 連 な る 下 部 傾 斜 面 ９ ４ ｂ と 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ の 第
１ 側 端 部 ９ ５ ａ １ に 連 な る 下 部 傾 斜 面 ９ ５ ｂ が 領 域 端 縁 部 ９ １ ｃ と ほ ぼ 面 一 に な る よ う 設
定 し て お く こ と で 、 受 入 ユ ニ ッ ト ９ を 遊 技 盤 ７ へ 取 り 付 け る と 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４
， ９ ５ が 共 に 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 沿 っ て 前 方 に 突 出 し て い る 外 観 を 呈
す る こ と と な り 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ， ９ ５ 夫 々 の 第 １ 側 端 部 ９ ４ ａ １ ， ９ ５ ａ １ と
内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と が 当 接 も し く は 極 め て 近 接 し た 状 態 と な る の で 、
内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 沿 っ て 流 下 し て き た 遊 技 球 を 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部
９ ４ ， ９ ５ の 各 球 受 け 面 ９ ４ ａ ， ９ ５ ａ へ 円 滑 に 導 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ の 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ に 連 な る 側 方 縦 面 ９ ４ ｃ が 第 １ 入 賞 口 構
成 体 ９ ２ の 左 側 壁 部 ９ ２ ａ の 外 面 に 近 接 、 或 い は 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ａ の 側 方 縦 面 ９ ４ ｃ を
第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ の 左 側 壁 部 ９ ２ ａ と 一 体 化 す る こ と で 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ の 第 ２ 側
端 部 ９ ４ ａ ２ と 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ と の 間 で 遊 技 球 が 球 止 ま り す る こ と の 無 い よ う に し
た 。 同 様 に 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ の 第 ２ 側 端 部 ９ ５ ａ ２ に 連 な る 側 方 縦 面 ９ ５ ｃ が 第 ２ 入 賞
口 構 成 体 ９ ３ の 左 側 壁 部 ９ ３ ａ の 外 面 に 近 接 、 或 い は 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ａ の 側 方 縦 面 ９ ５
ｃ を 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ の 左 側 壁 部 ９ ３ ａ と 一 体 化 す る こ と で 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ の 第
２ 側 端 部 ９ ５ ａ ２ と 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ と の 間 で 遊 技 球 が 球 止 ま り す る こ と の 無 い よ う
に し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 し た 第 １ 球 受 部 ９ ４ の 球 受 け 面 ９ ４ ａ か ら 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ を 通 過 し た 遊 技
球 を 受 入 れ る 第 １ 案 内 部 ９ ６ は 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ と 段 差 無 く 連 続 す る 凹 面 状 の 球 案 内 面 ９
６ ａ を 備 え 、 球 案 内 面 ９ ６ ａ の 後 端 よ り 落 下 し た 遊 技 球 は 回 収 樋 ７ ７ に て 機 外 排 出 流 路 （
図 示 省 略 ） へ 導 か れ 、 遊 技 機 １ の 外 へ 排 出 さ れ る こ と と な る （ 特 に 、 図 ５ を 参 照 ） 。 そ し
て 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ お よ び 第 １ 案 内 部 ９ ４ ａ に よ り 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ か ら 遊 技 盤
７ の 後 方 へ 導 入 さ れ た 遊 技 球 は 、 入 賞 球 セ ン サ に 検 出 さ れ る こ と な く 、 ア ウ ト 球 と し て 回
収 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ お よ び 第 １ 案 内 部 ９ ６ に よ り 第 １ ア ウ ト 開 口 部 ９
１ ａ を 通 過 さ せ て 回 収 樋 ７ ７ へ 導 く 第 １ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ を 構 成 す れ ば 、 ア ウ ト 球 の 回 収
を 円 滑 に 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 同 様 に 、 第 ２ 球 受 部 ９ ５ の 球 受 け 面 ９ ５ ａ か ら 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ｂ を 通 過 し た 遊 技
球 を 受 入 れ る 第 ２ 案 内 部 ９ ７ は 、 球 受 け 面 ９ ５ ａ と 段 差 無 く 連 続 す る 凹 面 状 の 球 案 内 面 ９
７ ａ を 備 え 、 球 案 内 面 ９ ７ ａ の 後 端 よ り 落 下 し た 遊 技 球 は 回 収 樋 ７ ７ に て 機 外 排 出 流 路 （
図 示 省 略 ） へ 導 か れ 、 遊 技 機 １ の 外 へ 排 出 さ れ る こ と と な る （ 特 に 、 図 ５ を 参 照 ） 。 そ し
て 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ お よ び 第 ２ 案 内 部 ９ ５ ａ に よ り 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ｂ か ら 遊 技 盤
７ の 後 方 へ 導 入 さ れ た 遊 技 球 は 、 入 賞 球 セ ン サ に 検 出 さ れ る こ と な く 、 ア ウ ト 球 と し て 回
収 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ お よ び 第 ２ 案 内 部 ９ ７ に よ り 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９
１ ｂ を 通 過 さ せ て 回 収 樋 ７ ７ へ 導 く 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ ２ を 構 成 す れ ば 、 ア ウ ト 球 の 回 収
を 円 滑 に 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ， ９ ５ を 弾 性 部 材 （ 弾 性 ゴ ム 等 ） に よ り 形 成 し た り 、 球
受 け 面 ９ ４ ａ ， ９ ５ ａ に 弾 性 素 材 を 貼 付 し た り し て お け ば 、 第 １ ， 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １
， ７ ｆ ２ に 向 っ て 流 下 し て き た 遊 技 球 の 流 下 勢 を 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ， ９ ５ で 効 果 的
に 吸 収 で き 、 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ や 第 １ ， 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ ， ９ ３ へ 衝 撃 が 伝 搬 す る
こ と を 防 げ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 遊 技 機 １ に お い て は 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ， ９ ６ が 取
付 基 板 ９ １ に 固 定 さ れ る 第 １ 構 成 例 の 受 入 ユ ニ ッ ト ９ を 備 え る も の と し た が 、 こ れ に 限 定
さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 す 第 ２ 構 成 例 の 受 入 ユ ニ ッ ト ９ ′ に お い て は 、 前
後 方 向 に 配 し た 回 動 軸 ９ ４ ｄ に よ り 取 付 基 板 ９ １ に 対 し て 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ′ を 回 動 可 能
に 、 前 後 方 向 に 配 し た 回 動 軸 ９ ５ ｄ に よ り 取 付 基 板 ９ １ に 対 し て 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ′ を 回
動 可 能 に 設 け た も の で あ る 。 な お 、 図 ６ に お い て 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 遊 技 機 １
と 同 様 の 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 受 入 ユ ニ ッ ト ９ ′ に お い て 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ′ の 回 動 範 囲 は 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ の 第 １
側 端 部 ９ ４ ａ １ と 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ ′ に お け る 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内 壁 面 ８
１ ２ ａ と の 間 に 生 ず る 離 隔 空 部 、 ま た は 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ の 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ と 第 １ 入
賞 口 構 成 体 ９ ２ に お け る 左 側 壁 部 ９ ２ ａ と の 間 に 生 ず る 離 隔 空 部 に よ り 制 限 さ れ る 。 例 え
ば 、 本 構 成 例 の 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ′ に お い て は 、 そ の 重 心 よ り も 球 受 け 面 ９ ４ ａ の 第 ２ 側
端 部 ９ ４ ａ ２ 寄 り に 回 動 軸 ９ ４ ｄ を 設 け た の で 、 常 態 に お け る 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ′ は 、 第
１ 側 端 部 ９ ４ ａ １ が 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 当 接 し 、 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ
２ と 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ に お け る 左 側 壁 部 ９ ２ ａ と の 間 に の み 離 隔 空 部 が 生 ず る も の と
し 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ 上 に 載 っ た 遊 技 球 が 回 動 軸 ９ ４ ｄ よ り も 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ 側 に 至 る
と 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ′ が 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ 側 に 傾 動 す る こ と で 、 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ
２ が 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ の 左 側 壁 部 ９ ２ ａ に 当 接 し 、 逆 に 第 １ 側 端 部 ９ ４ ａ １ と 内 側 誘
導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 に 離 隔 空 部 が 生 ず る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 受 入 ユ ニ ッ ト ９ ′ に お け る 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ′ の 回 動 範 囲 は 、 球 受 け 面 ９ ５ ａ
の 第 １ 側 端 部 ９ ５ ａ １ と 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材 ８ １ ′ に お け る 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内
壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 に 生 ず る 離 隔 空 部 、 ま た は 、 球 受 け 面 ９ ５ ａ の 第 ２ 側 端 部 ９ ５ ａ ２ と
第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ に お け る 左 側 壁 部 ９ ３ ａ と の 間 に 生 ず る 離 隔 空 部 に よ り 制 限 さ れ る
。 例 え ば 、 本 構 成 例 の 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ′ に お い て は 、 そ の 重 心 よ り も 球 受 け 面 ９ ５ ａ の
第 ２ 側 端 部 ９ ５ ａ ２ 寄 り に 回 動 軸 ９ ５ ｄ を 設 け た の で 、 常 態 に お け る 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ′
は 、 第 １ 側 端 部 ９ ５ ａ １ が 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ に 当 接 し 、 第 ２ 側 端 部
９ ５ ａ ２ と 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ に お け る 左 側 壁 部 ９ ３ ａ と の 間 に の み 離 隔 空 部 が 生 ず る
も の と し 、 球 受 け 面 ９ ５ ａ 上 に 載 っ た 遊 技 球 が 回 動 軸 ９ ５ ｄ よ り も 第 ２ 側 端 部 ９ ５ ａ ２ 側
に 至 る と 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ′ が 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ 側 に 傾 動 す る こ と で 、 第 ２ 側 端 部
９ ５ ａ ２ が 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ３ の 左 側 壁 部 ９ ３ ａ に 当 接 し 、 逆 に 第 １ 側 端 部 ９ ５ ａ １ と
内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 に 離 隔 空 部 が 生 ず る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 こ の よ う に 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ を 回 動 可 能 に 設 け て お け ば 、 第 １ ， 第 ２
副 ア ウ ト 口 ７ ｅ １ ， ７ ｅ ２ に 流 下 し て き た 遊 技 球 の 流 下 勢 が 強 い 場 合 で も 、 第 １ ， 第 ２ 球
受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ が 回 動 す る こ と に よ り 遊 技 球 か ら 受 け る 衝 撃 を 吸 収 で き 、 第 １ ， 第
２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ の 損 傷 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 ま た 、 遊 技 球 が 衝 接 す る こ と に
伴 っ て 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ が 回 動 す る こ と に よ り 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ ， ９ ５
ａ に お け る 遊 技 球 の 転 動 を 促 す の で 、 遊 技 球 は 第 １ ， 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ ， ９ １ ｂ か
ら 第 １ ， 第 ２ 案 内 部 ９ ６ ， ９ ７ の 案 内 面 ９ ６ ａ ， ９ ７ ａ へ 円 滑 に 流 下 す る こ と と な り 、 第
１ ， 第 ２ 球 受 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ で の 球 詰 ま り 防 止 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 常 態 に お け る 第 １ 球 受 部 ９ ４ ′ は 、 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ が 第 １ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２
の 左 側 壁 部 ９ ２ ａ に 当 接 し て 、 第 １ 側 端 部 ９ ４ ａ １ と 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ の 内 壁 面 ８ １
２ ａ と の 間 に 離 隔 空 部 が 生 ず る よ う に し て も 良 い 。 或 い は 、 適 宜 な 付 勢 手 段 を 設 け る こ と
で 、 第 １ 側 端 部 ９ ４ ａ １ と 内 壁 面 ８ １ ２ ａ と の 間 お よ び 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ と 左 側 壁 部 ９
２ ａ と の 間 の 両 方 に 離 隔 空 部 が 生 ず る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４
′ ， ９ ５ ′ を 弾 性 部 材 （ 弾 性 ゴ ム 等 ） に よ り 形 成 し た り 、 球 受 け 面 ９ ４ ａ ， ９ ５ ａ に 弾 性
素 材 を 貼 付 し た り し て お け ば 、 第 １ ， 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ ， ７ ｆ ２ に 向 っ て 流 下 し て き
た 遊 技 球 の 流 下 勢 を 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ で 効 果 的 に 吸 収 で き 、 内 側 誘 導 壁
部 ８ １ ２ や 第 １ ， 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ ， ９ ３ へ 衝 撃 が 伝 搬 す る こ と を 防 げ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 本 構 成 例 の 受 入 ユ ニ ッ ト ９ ′ に お い て は 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′
が 第 １ ， 第 ２ 副 ア ウ ト 口 ７ ｆ １ ， ７ ｆ ２ に 向 っ て 流 下 し て き た 遊 技 球 が 直 接 当 た る こ と で
回 動 す る だ け で は な く 、 発 射 装 置 に よ っ て 弾 発 さ れ た 発 射 球 に よ っ て も 間 接 的 に 回 動 力 を
受 け て 回 動 す る 構 造 と し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 す な わ ち 、 第 １ 球 受 け 部 ９ ４ ′ の 下 部 傾 斜 面 ９ ４ ｂ か ら 延 出 す る 受 動 部 と し て 基 端 部 ９
４ ｅ と 受 圧 片 ９ ４ ｆ を 設 け 、 こ の 受 動 部 を 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ に 設 け た 第 １ 挿 通 孔 ８ １
５ ａ を 介 し て 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ へ 導 入 し 、 標 準 的 な 弾 発 勢 に よ る 遊 技 球 の 飛 入 軌 跡 に 達
す る よ う に 受 圧 片 ９ ４ ｆ を 位 置 さ せ て お く の で あ る 。 同 様 に 、 第 ２ 球 受 け 部 ９ ５ ′ の 下 部
傾 斜 面 ９ ５ ｂ か ら 延 出 す る 受 動 部 と し て 基 端 部 ９ ５ ｅ と 受 圧 片 ９ ５ ｆ を 設 け 、 こ の 受 動 部
を 内 側 誘 導 壁 部 ８ １ ２ ′ に 設 け た 第 ２ 挿 通 孔 ８ １ ５ ｂ を 介 し て 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ へ 導 入
し 、 標 準 的 な 弾 発 勢 に よ る 遊 技 球 の 飛 入 軌 跡 （ 発 射 装 置 に よ り 発 射 さ れ た 遊 技 球 の 衝 接 可
能 範 囲 ） に 達 す る よ う に 受 圧 片 ９ ５ ｆ の 自 由 端 を 位 置 さ せ て お く の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 斯 く す れ ば 、 発 射 球 が 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ の 受 圧 片 ９ ４ ｆ ， ９ ５ ｆ に 当
た っ て 、 そ の ま ま 移 動 し て 行 く と 、 そ の 力 が 基 端 部 ９ ４ ｅ ， ９ ５ ｅ を 介 し て 第 １ ． 第 ２ 球
受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ を 回 動 さ せ る 力 と し て 作 用 し 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′
の 第 ２ 側 端 部 ９ ４ ａ ２ ， ９ ５ ａ ２ が 各 々 第 １ ， 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ 、 ９ ３ の 左 側 壁 部 ９
２ ａ ， ９ ３ ａ に 当 接 す る 方 向 に 回 動 し 、 発 射 球 が 受 圧 片 ９ ４ ｆ ， ９ ５ ｆ の 当 接 可 能 範 囲 を
越 え て し ま う と 受 圧 片 ９ ４ ｆ ， ９ ５ ｆ に 対 す る 遊 技 球 の 押 圧 力 が 消 え 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け
部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ は 自 重 に よ り 常 態 へ 回 動 復 帰 す る 。 こ の よ う に 、 回 動 可 能 な 第 １ ， 第 ２
球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ か ら 発 射 球 案 内 路 ８ １ ａ に 延 出 す る 受 動 部 の 先 端 で あ る 受 圧 片 ９
４ ｆ ， ９ ５ ｆ の 自 由 端 を 発 射 球 の 衝 接 可 能 範 囲 に 位 置 さ せ て お く こ と で 、 遊 技 球 が 発 射 さ
れ る 毎 に 第 １ ， 第 ２ 球 受 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ が 回 動 範 囲 を 往 復 回 動 す る こ と と な り 、 第 １ ，
第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ か ら 第 １ ， 第 ２ ア ウ ト 開 口 部 ９ １ ａ ， ９ １ ｂ を 通 過 で き ず に
遊 技 球 が 滞 留 し て し ま う よ う な 事 態 を 効 果 的 に 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ に 設 け た 受 圧 片 ９ ４ ｆ ， ９ ５ ｆ は 、 例 え ば 、 有
弾 性 の 薄 い 金 属 板 で 構 成 し て お き 、 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ の 第 ２ 側 端 部 ９ ４
ａ ２ ， ９ ５ ａ ２ が 各 々 第 １ ， 第 ２ 入 賞 口 構 成 体 ９ ２ 、 ９ ３ の 左 側 壁 部 ９ ２ ａ ， ９ ３ ａ に 当
接 す る こ と で 第 １ ， 第 ２ 球 受 け 部 ９ ４ ′ ， ９ ５ ′ が そ れ 以 上 回 動 し な く な っ て も 、 受 圧 片
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９ ４ ｆ ， ９ ５ ｆ が 撓 っ て 遊 技 球 の 通 過 を 許 容 す る こ と で 、 遊 技 球 の 発 射 勢 が 著 し く 減 衰 さ
れ る こ と が な い よ う に し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 明 細 書 で 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態
は 例 示 で あ っ て 、 開 示 さ れ た 技 術 に 限 定 さ れ る も の で は な い と 考 え る べ き で あ る 。 す な わ
ち 、 本 発 明 の 技 術 的 な 範 囲 は 、 上 記 の 実 施 形 態 に お け る 説 明 に 基 づ い て 制 限 的 に 解 釈 さ れ
る も の で は な く 、 あ く ま で も 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に 従 っ て 解 釈 す べ き で あ り 、 特 許 請 求
の 範 囲 の 記 載 技 術 と 均 等 な 技 術 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 内 で の 全 て の 変 更 が 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 遊 技 機 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 遊 技 盤 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 遊 技 領 域 左 下 方 部 に 第 １ 構 成 例 の 受 入 ユ ニ ッ ト を 備 え る 遊 技 盤 の 部 分 拡 大 正 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 受 入 ユ ニ ッ ト の 前 面 側 俯 瞰 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 遊 技 盤 に お け る 受 入 ユ ニ ッ ト 挿 着 部 の 概 略 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 遊 技 領 域 左 下 方 部 に 第 ２ 構 成 例 の 受 入 ユ ニ ッ ト を 備 え る 遊 技 盤 の 部 分 拡 大 正 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ 　 　 　 　 遊 技 機
　 ７ 　 　 　 　 遊 技 盤
　 ７ ａ 　 　 　 遊 技 領 域
　 ７ ｂ 　 　 　 ア ウ ト 口
　 ７ ｃ 　 　 　 遊 技 釘
　 ７ ｄ 　 　 　 風 車
　 ７ ｅ １ 　 　 第 １ 一 般 入 賞 口
　 ７ ｅ ２ 　 　 第 ２ 一 般 入 賞 口
　 ７ ｆ １ 　 　 第 １ 副 ア ウ ト 口
　 ７ ｆ ２ 　 　 第 ２ 副 ア ウ ト 口
　 ７ ３ 　 　 　 特 図 始 動 入 賞 装 置
　 ７ ４ 　 　 　 特 別 変 動 入 賞 装 置
　 ８ １ 　 　 　 第 １ 遊 技 領 域 区 画 部 材
　 ８ １ ２ 　 　 内 側 誘 導 壁 部
　 ８ １ ２ ａ 　 内 面
　 ９ 　 　 　 　 受 入 ユ ニ ッ ト
　 ９ ２ 　 　 　 第 １ 入 賞 口 構 成 体
　 ９ ２ ａ 　 　 左 側 壁 部
　 ９ ２ ｂ 　 　 右 側 壁 部
　 ９ ２ ｃ 　 　 底 壁 部
　 ９ ３ 　 　 　 第 ２ 入 賞 口 構 成 体
　 ９ ３ ａ 　 　 左 側 壁 部
　 ９ ３ ｂ 　 　 右 側 壁 部
　 ９ ３ ｃ 　 　 底 壁 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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